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西
村　

淳
一

早
稲
田
大
学
イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
研
究
機
構

主
任
研
究
員

一　

事
業
の
概
要

早
稲
田
大
学
イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
研
究
機
構
は
、

二
〇
一
二
年
度
よ
り
研
究
活
動
の
一
部
を
、
桜
井

啓
子
機
構
長
が
研
究
代
表
を
つ
と
め
る
科
研
費

（
基
盤
Ｂ
）
事
業
「
中
東
・
ア
ジ
ア
の
イ
ス
ラ
ー

ム
系
宗
教
大
学
の
留
学
生
獲
得
戦
略
：
知
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
と
ロ
ー
カ
ル
化
」
―
―
以
下
「
科
研

事
業
」
と
略
記
―
―
と
の
共
催
で
実
施
し
て
い

る
。
こ
の
科
研
事
業
の
狙
い
は
、
留
学
生
の
受
け

入
れ
や
海
外
展
開
を
通
じ
て
次
世
代
ム
ス
リ
ム
の

育
成
に
多
大
な
影
響
力
を
も
っ
て
い
る
イ
ス
ラ
ー

ム
系
宗
教
大
学
に
着
目
し
、「
知
」
の
伝
播
と
受

容
、
変
容
と
い
う
側
面
か
ら
、
現
代
的
な
イ
ス

ラ
ー
ム
の
知
の
全
体
像
を
描
き
出
す
こ
と
に
あ

る
。
具
体
的
な
目
標
に
つ
い
て
は
本
誌
第
五
号

（
一
七
四
～
六
頁
）
に
記
し
た
の
で
そ
ち
ら
を
ご

参
照
い
た
だ
き
た
い
。
以
下
で
は
二
〇
一
四
年
度

中
に
実
施
さ
れ
た
本
事
業
の
活
動
に
つ
い
て
報
告

す
る
。（
な
お
こ
の
報
告
は
二
〇
一
五
年
二
月
中

中
東・ア
ジ
ア
の
イ
ス
ラ
ー
ム
系
宗
教
大
学
の

留
学
生
獲
得
戦
略
―
―
知
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
ロ
ー
カ
ル
化

科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
Ｂ
）
事
業

刊
紹
介
」
欄
の
記
事
や
、
以
下
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

を
参
照
：http://w

w
w.yam

akaw
a.co.jp/product/ 

detail/2310/

）。

第
二
に
、
二
〇
一
二
年
八
月
に
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー

ド
大
学
で
実
施
し
た
国
際
会
議
「
教
学
教
育
機
関

と
ム
ス
リ
ム
社
会
の
変
化
： 

ア
ズ
ハ
ル
大
学
、
マ

デ
ィ
ー
ナ
大
学
、
ム
ス
タ
フ
ァ
ー
大
学
が
も
つ
世

界
規
模
の
影
響
力
」（
詳
細
は
本
誌
第
五
号
の
報
告

を
参
照
）
の
報
告
原
稿
を
取
り
ま
と
め
た
論
文
集

M
asooda B

ano &
 K

eiko Sakurai eds., Shaping 
G

lobal Islam
ic D

iscourses

が
、
二
〇
一
五
年
三

月
に
エ
ジ
ン
バ
ラ
大
学
出
版
局
よ
り
出
版
・
公
開

さ
れ
る
（
本
書
の
詳
細
に
つ
い
て
は
以
下
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
を
参
照
：http://w

w
w. euppublishing.

com
/book/9780748696857

）。

三　

海
外
調
査

①　

二
〇
一
四
年
九
月
一
日
～
八
日
の
間
、
桜
井

啓
子
氏
お
よ
び
フ
マ
ー
ユ
ー
ン
・
カ
ビ
ル
氏
（
広

島
大
学
国
際
協
力
研
究
科
・
Ｐ
Ｄ
研
究
員
／
本
科

研
事
業
・
研
究
協
力
者
）
が
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に

て
調
査
を
実
施
し
た
。
そ
の
目
的
は
、
バ
ン
グ
ラ

デ
シ
ュ
の
シ
ー
ア
派
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
歴
史
と
現

状
を
調
査
し
、
そ
の
規
模
や
特
徴
を
明
ら
か
に
し

た
う
え
で
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
出
身
の
シ
ー
ア
派

宗
教
指
導
者
た
ち
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
、
シ
ー

ア
派
の
若
者
た
ち
の
宗
教
教
育
の
現
状
や
海
外
に

留
学
し
た
宗
教
指
導
者
た
ち
の
役
割
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
実
際
に
は
、
ダ
ッ
カ
市
内

に
あ
る
宗
教
施
設
ホ
セ
イ
ニ
ー
・
ダ
ー
ラ
ー
ン
や

そ
の
他
の
シ
ー
ア
派
宗
教
施
設
を
訪
問
し
、
そ
れ

ら
の
宗
教
指
導
者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
行
っ

旬
に
執
筆
さ
れ
て
お
り
、
同
年
三
月
の
活
動
に
つ

い
て
は
予
定
を
記
し
て
い
る
こ
と
を
ご
了
承
い
た

だ
き
た
い
。）

二　

出
版
活
動

本
年
度
は
非
常
に
大
き
な
成
果
が
得
ら
れ
た
。

第
一
に
、
研
究
代
表
の
桜
井
啓
子
氏
に
よ
る
『
イ

ラ
ン
の
宗
教
教
育
戦
略 

─
― 

グ
ロ
ー
バ
ル
化
と

留
学
生
』
と
題
す
る
一
般
向
け
の
著
作
が
、
山
川

出
版
社
の
「
イ
ス
ラ
ー
ム
を
知
る
」
シ
リ
ー
ズ
の

第
一
三
巻
と
し
て
、
二
〇
一
四
年
八
月
に
出
版
さ

れ
た
（
本
書
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
本
誌
の
「
新
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た
。
そ
の
結
果
、
ダ
ッ
カ
と
ク
ル
ナ
に
シ
ー
ア
派

の
宗
教
専
門
教
育
機
関
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。
ま
た
現
在
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
活
躍

し
て
い
る
宗
教
指
導
者
の
多
く
が
イ
ラ
ン
の 

ゴ
ム
で
宗
教
教
育
を
受
け
た
人
た
ち
で
あ
り
、

一
九
八
〇
年
代
中
ご
ろ
に
留
学
し
て
二
〇
年
以

上
、
イ
ラ
ン
で
学
ん
だ
と
い
う
宗
教
指
導
者
二
名

か
ら
留
学
体
験
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
以
上
の

調
査
を
通
じ
て
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に
お
け
る
シ
ー

ア
派
の
教
育
活
動
の
状
況
を
あ
る
程
度
、
把
握
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

②　

二
〇
一
四
年
九
月
五
日
～
一
六
日
の
間
、
西

村
淳
一
が
フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
に
て
調
査
を
実
施
し

た
。
そ
の
目
的
は
、
中
世
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
の
教

育
制
度
や
教
育
機
関
に
つ
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
で
の

③　

二
〇
一
四
年
一
〇
月
一
六
日
～
二
八
日
の

間
、
オ
マ
ー
ル
・
フ
ァ
ル
ー
ク
氏
（
広
島
市
立
大

学
・
名
誉
教
授
／
本
科
研
事
業
・
研
究
分
担
者
）

が
中
国
の
雲
南
省
お
よ
び
海
南
省
に
て
調
査
を
実

施
し
た
。
そ
の
目
的
は
、
同
地
に
お
け
る
イ
ス

ラ
ー
ム
教
育
の
現
状
と
そ
の
役
割
を
把
握
す
る
こ

と
で
あ
っ
た
。
諸
事
情
に
よ
り
詳
細
な
報
告
の
公

開
は
控
え
る
が
、
昆
明
、
沙
甸
、
海
口
、
三
亜
な

ど
を
巡
り
、
雲
南
大
学
、
海
南
大
学
等
の
高
等
教

育
機
関
や
各
地
の
モ
ス
ク
な
ど
を
訪
問
し
て
、
現

地
の
ム
ス
リ
ム
か
ら
イ
ス
ラ
ー
ム
教
育
に
関
す
る

情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
な
お
同
地
で
は
留

学
生
の
行
き
来
を
通
じ
て
の
東
南
ア
ジ
ア
と
の
交

流
も
散
見
さ
れ
た
。

④　

二
〇
一
四
年
一
二
月
二
四
日
～
二
〇
一
五
年

研
究
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
、
お
よ
び
有
用
な
ア

ラ
ビ
ア
語
一
次
史
料
を
調
査
す
る
こ
と
、
で
あ
っ

た
。
実
際
に
は
、
ア
ラ
ブ
世
界
研
究
所
、
ル
ー
ブ

ル
美
術
館
、
お
よ
び
パ
リ
市
内
各
地
に
点
在
す
る

書
店
を
巡
り
、
関
連
す
る
書
籍
を
入
手
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
ま
た
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
に
て
ア

ラ
ビ
ア
語
写
本
の
調
査
を
行
い
、
そ
の
複
写
デ
ー

タ
を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
な
お
ア
ラ
ブ
世

界
研
究
所
で
は
、
二
〇
一
三
年
九
月
～
二
〇
一
四

年
一
月
の
間
、「
英
知
の
光
： 

東
洋
と
西
洋
に
お

け
る
中
世
の
学
校
」
と
題
す
る
展
示
会
が
行
わ
れ

た
が
、
そ
れ
に
伴
い
出
版
さ
れ
た
カ
タ
ロ
グ
か
ら

は
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
中
世
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界

の
教
育
制
度
や
教
育
機
関
に
関
す
る
研
究
の
最
近

の
傾
向
が
垣
間
見
ら
れ
、
興
味
深
い
。

ダッカのシーア派宗教施設ホセイニー・ダーラーン

ホセイニー・ダーラーンに集まった女性たち

ホセイニー・ダーラーンの敷地内にあるマドラサ
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一
月
五
日
の
間
、
鈴
木
恵
美
氏
（
本
機
構
・
招
聘

研
究
員
／
本
科
研
事
業
・
研
究
分
担
者
）
が
エ
ジ

プ
ト
の
カ
イ
ロ
に
て
調
査
を
実
施
し
た
。
そ
の
目

的
は
、
ス
ン
ナ
派
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
の
権
威
で
あ

る
ア
ズ
ハ
ル
機
構
の
教
育
機
関
、
ア
ズ
ハ
ル
大
学

の
留
学
生
に
対
し
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
実
施
す

る
こ
と
、
お
よ
び
現
地
の
大
学
図
書
館
に
て
近
代

の
ア
ズ
ハ
ル
に
関
す
る
資
料
を
収
集
す
る
こ
と
、

で
あ
っ
た
。
エ
ジ
プ
ト
で
は
二
〇
一
三
年
七
月
の

軍
部
に
よ
る
ク
ー
デ
タ
ー
以
降
、
親
ム
ス
リ
ム
同

胞
団
派
の
学
生
と
治
安
当
局
の
間
で
激
し
い
衝
突

が
続
い
て
い
る
。
本
調
査
で
実
施
し
た
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
と
マ
レ
ー
シ
ア
の
留
学
生
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
通
じ
て
、
二
〇
一
三
年
八
月
以
降
、
多
く
の
留

学
生
が
い
っ
た
ん
帰
国
し
た
こ
と
を
確
認
で
き

た
。
二
〇
一
一
年
ま
で
増
加
傾
向
に
あ
っ
た
留
学

生
の
数
は
、
今
後
は
伸
び
悩
む
こ
と
が
予
見
さ
れ

る
。
資
料
収
集
の
ほ
う
は
、
カ
イ
ロ
・
ア
メ
リ
カ

ン
大
学
図
書
館
に
お
い
て
、
一
九
二
〇
～
五
〇
年

代
に
か
け
て
出
版
さ
れ
た
雑
誌
『
ヒ
ラ
ー
ル
』
を

調
査
し
、
ア
ズ
ハ
ル
と
当
時
の
政
権
の
関
係
を
知

る
う
え
で
貴
重
な
記
事
を
収
集
す
る
こ
と
が
で
き

た
。以

上
の
海
外
調
査
の
報
告
に
つ
い
て
は
、
本
科

研
事
業
用
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（http://w

w
w.kikou.

w
aseda.ac.jp/ias/research/kaken.php

）
で
も
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

四　

第
四
回
研
究
会

二
〇
一
四
年
一
一
月
一
六
日
、
早
稲
田
大
学

二
六
号
館
五
〇
二
教
室
に
て
、
第
四
回
研
究
会
を

開
催
し
た
。
人
間
文
化
研
究
機
構
（
Ｎ
Ｉ
Ｈ
Ｕ
）

プ
ロ
グ
ラ
ム　

地
域
研
究
間
連
携
研
究
の
推
進
事

業
「
南
ア
ジ
ア
と
イ
ス
ラ
ー
ム
」
と
の
共
催
で
実

施
さ
れ
た
本
研
究
会
で
は
、「
南
ア
ジ
ア
世
界
に

お
け
る
シ
ー
ア
派
イ
ス
ラ
ー
ム
の
展
開
」
と
題
し

て
、
以
下
の
研
究
者
四
名
が
発
表
を
行
っ
た
。

（
一
）桜
井
啓
子
「
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
シ
ー
ア
派

―
―
イ
ラ
ン
と
の
関
係
を
中
心
に
」

（
二
）
黒
田
賢
治
（
日
本
学
術
振
興
会
・
特
別
研

究
員
／
本
科
研
事
業
・
研
究
協
力
者
）「
イ
ン

ド
・
ム
ン
バ
イ
市
に
お
け
る
シ
ー
ア
派
―
―
新
秩

序
形
成
と
イ
ラ
ン
国
家
」

（
三
）
榊
和
良
（
北
海
道
武
蔵
女
子
短
期
大
学
・

講
師
）「
交
差
す
る
空
間
―
―
イ
ン
ド
の
思
想
文

化
史
に
お
け
る
シ
ー
ア
派
イ
ス
ラ
ー
ム
」

（
四
）
二
宮
文
子
（
青
山
学
院
大
学
・
准
教
授
）

ホセイニー・ダーラーン内に収められているシーア派第2代イマーム・
ハサンと第3代イマーム・ホセインの墓のレプリカ

「
ス
ー
フ
ィ
ー
と
シ
ー
ア
派
―
―
南
ア
ジ
ア
に
お

け
る
関
係
の
概
観
」

本
研
究
会
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
小
倉
智
史
氏

（
京
都
大
学
・
博
士
課
程
）
に
よ
る
詳
細
な
報
告

（http://w
w

w
.asafas.kyoto-u.ac.jp/kias/ias_ 

indas/20141116.htm
l

）
が
あ
る
の
で
、
そ
ち
ら

を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

五　

今
後
の
予
定

本
科
研
事
業
で
は
、
最
終
年
度
と
な
る
来
年

度
、
活
動
を
総
括
す
る
二
回
の
研
究
会
を
実
施
す

る
予
定
で
あ
る
。
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
イ
ス

ラ
ー
ム
地
域
研
究
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
な
ど
を
通

じ
て
事
前
に
告
知
を
行
う
の
で
、
ご
関
心
を
お
持

ち
の
方
に
は
ぜ
ひ
と
も
ご
参
加
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
あ
る
。


